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災
害
犠
牲
者
ゼ
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の

　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り
考
え
る
集
い
他

立
を
め
ざ
し
、
目
標
を
し
っ
か

り
と
定
め
て
４
年
間
を
送
る
こ

と
が
大
事
。
約
１
５
０
名
の
専

任
教
員
、
３
５
０
余
名
の
講
師
、

約
１
５
０
名
の
職
員
が
皆
さ
ん

を
支
え
る
。
良
い
先
生
と
出
会

い
、
良
い
友
人
を
作
り
４
年
間

で
卒
業
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

著
名
な
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
会
場
に
流
れ
た
後
、

忠
毅
副
学
部
長
、
吉
田
建
一
郎

学
部
長
補
佐
ら
執
行
部
を
紹
介
。

大
経
大
の
歴
史
や
教
育
目
標
、

経
済
学
部
の
学
び
の
シ
ス
テ
ム
、

き
め
細
や
か
な
進
路
支
援
な
ど

　

式
典
で
は
ま
ず
、
本
学
・
吹

奏
楽
総
部
と
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が

演
奏
と
合
唱
で
新
入
生
を
祝
福
。

続
い
て
来
賓
の
佐
藤
武
司
同
窓

会
長
・
中
川
千
恵
後
援
会
長
、

そ
し
て
德
永
光
俊
学
長
、
勝
田

泰
久
理
事
長
、
新
し
く
就
任
し

た
各
学
部
長
、
研
究
科
長
が
紹

介
さ
れ
た
。

　

式
辞
で
は
德
永
学
長
が
「
新

入
生
は
Ｎ
ｅ
ｗ
大
経
大
の
主
人

公
と
し
て
勉
学
や
ク
ラ
ブ
活
動

に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
前
置
き
。

ゼ
ミ
・
マ
ナ
ー
・
就
職
の
大
経

大
と
い
う
本
学
の
教
育
ス
タ
イ

　

式
典
で
は
ま
ず
卒
業
生
の

門
出
を
祝
っ
て
吹
奏
楽
総
部

が
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
／
一
青
窈

作
詞
、
マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ
作

曲
」
を
演
奏
。
続
い
て
グ
リ

ー
ク
ラ
ブ
が
「
明
日
が
あ
る

さ
／
青
島
幸
男
作
詞
、
中
村

八
大
作
曲
」
を
合
唱
。
壇
上

2012年度卒業式・学位授与式

４
年
間
の
努
力
を
誓
う

感謝の心を胸に旅立ち

　

２
０
１
３
年
度
・
大
阪
経
済
大
学
入
学
式
が
、
４
月
１

日（
月
）、
午
前
と
午
後
の
２
部
に
分
か
れ
て
７０
周
年
記
念

館（
Ａ
館
）フ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
今
年
度
の
入
学

者
は
学
部
・
研
究
科
を
合
わ
せ
て
１
９
７
３
名
。
式
典
の

模
様
や
緊
張
し
た
面
持
ち
の
新
入
生
の
様
子
な
ど
を
大
勢

の
保
護
者
が
別
室
で
見
守
っ
た
。

　

２
０
１
２
年
度
卒
業
式
・
学
位
授
与
式
が
３
月
１４
日（
木
）、

午
前（
経
済
学
部
、
人
間
科
学
部
、
経
済
学
研
究
科
、
人
間
科

学
研
究
科
）と
午
後（
経
営
学
部
第
１
・
２
部
、
経
営
情
報
学

部
、
経
営
学
研
究
科
、
経
営
情
報
研
究
科
）の
２
部
に
分
け

て
、
７０
周
年
記
念
館（
Ａ
館
）フ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

ル
の
概
略
を
紹
介
後
、
覚
え
て

お
い
て
ほ
し
い
言
葉
と
し
て

「
志
・
お
か
げ
さ
ま
・
道
理
は

天
地
を
貫
く
」
の
三
つ
を
掲
げ
、

「
社
会
で
生
き
て
い
く
う
え
で
土

台
に
な
る
言
葉
だ
」
と
、
そ
の

重
要
性
を
強
調
。「
大
経
大
の
全

ス
タ
ッ
フ
が
皆
さ
ん
を
新
し
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
歓
迎
す
る
。

第
２
の
ホ
ー
ム
と
し
て
過
ご
し

て
ほ
し
い
」
と
語
り
か
け
た
。

　

新
入
生
に
よ
る
宣
誓
で
は
、

午
前
の
部
は
経
済
学
部
の
迫
江

広
暉
さ
ん
、
午
後
の
部
で
は
経

営
学
部
の
森
兼
悠
介
さ
ん
が
登

壇
し
、
德
永
学
長
に
４
年
間
の

勉
学
と
学
生
生
活
に
対
す
る
決

意
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
勝
田
理
事
長
が
式

辞
と
し
て
「
大
学
生
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
大
き
な
節
目
、
こ

の
日
の
感
激
・
緊
張
感
を
忘
れ

ず
日
々
努
力
し
て
ほ
し
い
」
と

大
学
生
と
し
て
の
自
覚
を
求
め
、

「
義
務
と
責
任
が
伴
っ
た
自
主
自

全
員
で
学
歌
を
斉
唱
し
、
式
典

は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　

式
典
後
、
新
入
生
に
は
ク
ラ

ス
別
に
分
か
れ
て
入
学
書
類
の

授
受
が
、
式
典
に
参
列
し
た
保

護
者
に
対
し
て
は
、
Ａ
館
３
階

の
会
場
で
約
３０
分
間
の
学
部
説

明
会
が
行
わ
れ
た
。

　

午
前
の
経
済
学
部
の
会
場
で

は
、
山
本
正
学
部
長
が
、
藤
原

を
紹
介
し
、
保
護
者
と
の
つ
な

が
り
の
緊
密
化
を
訴
え
た
。

　

午
後
の
経
営
学
部
の
会
場
で

は
、
池
島
真
策
学
部
長
が
、
吉

野
忠
男
副
学
部
長
と
高
原
龍
二

学
部
長
補
佐
を
紹
介
。
経
営
学

部
の
教
学
理
念
や
育
成
を
め
ざ

す
人
材
像
、
学
部
教
育
の
内
容

と
流
れ
な
ど
を
示
し
た
。
続
く

吉
野
副
学
部
長
は
、
順
調
な
就

活
の
た
め
に
は
保
護
者
の
サ
ポ

ー
ト
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
、
高
原
学
部
長
補
佐
は

本
学
の
学
生
に
対
す
る
精
神
面

の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

説
明
し
た
。

の
佐
藤
武
司
同
窓
会
長
、
德

永
光
俊
学
長
、
勝
田
泰
久
理

事
長
、
各
学
部
長
・
研
究
科

長
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

卒
業
証
書
の
授
与
で
は
、

午
前
の
部
は
、
経
済
学
部
・

経
済
学
科
４
４
０
名
の
総
代

と
し
て
真
鍋
優
介
さ
ん
、
経

済
学
部
・
地
域
政
策
学
科
１

６
９
名
の
総
代
と
し
て
木
村

実
紀
さ
ん
、
人
間
科
学
部
・

人
間
科
学
科
１
９
５
名
の
総

代
と
し
て
石
郷
岡
愛
さ
ん
、

経
済
学
研
究
科
９
名
の
総
代

と
し
て
寺
坂
淳
さ
ん
、
人
間

科
学
研
究
科
９
名
の
総
代
と

し
て
大
谷
み
ち
る
さ
ん
、
そ

し
て
経
済
学
博
士
を
取
得
し

た
哈
斯
額
尓
徳
尼（
ハ
ス
エ
ル

デ
ニ
）さ
ん
が
登
壇
。
午
後
の

部
は
、
経
営
学
部
第
１
部
・

経
営
学
科
２
４
１
名
の
総
代

と
し
て
形
田
照
章
さ
ん
、
経

営
学
部
第
１
部
・
ビ
ジ
ネ
ス

法
学
科
１
５
８
名
の
総
代
と

し
て
山
宮
聖
さ
ん
、
第
２

部
・
経
営
学
科
９４
名
の
総
代

と
し
て
広
田
恭
子
さ
ん
、
経

営
情
報
学
部
・
ビ
ジ
ネ
ス
情

報
学
科
１
３
０
名
の
総
代
と

し
て
有
川
光
太
郎
さ
ん
、
経

営
情
報
学
部
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
学
科
１
３
４
名
の
総
代
と

し
て
本
房
秀
一
さ
ん
、
経
営

学
研
究
科
３２
名
の
総
代
と
し

て
河
野
益
典
さ
ん
、
経
営
情

報
研
究
科
８
名
の
総
代
と
し

て
片
座
義
規
さ
ん
が
登
壇
。

德
永
学
長
か
ら
卒
業
証
書
・

学
位
記
、
黒
正
賞
の
賞
状
・

記
念
品
な
ど
が
授
与
さ
れ
、

一
人
ひ
と
り
が
、
本
学
教
職

員
や
友
人
、
家
族
な
ど
へ
の

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

式
辞
で
は
、
ま
ず
德
永
学

長
が
、
８０
周
年
記
念
学
生
企

画
で
製
作
さ
れ
た
卒
業
生
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
冊
子
に
登
場
し

て
い
る
７
名
の
先
輩
を
紹
介
。

「
コ
ツ
コ
ツ
が
コ
ツ
」「
人
の

マ
ネ
を
す
る
な
」「
一
生
懸
命

に
や
っ
て
こ
そ
自
分
に
向
い

て
い
る
も
の
が
見
つ
か
る
」

「
苦
し
い
時
ほ
ど
笑
え
」
な
ど

の
人
生
訓
を
紹
介
。「
ぜ
ひ
皆

さ
ん
も
、
生
き
る
力
や
勇
気

が
湧
く
、
そ
の
よ
う
な
言
葉

を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
大
経
大
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ

て
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
た
。

　

続
い
て
勝
田
理
事
長
が

「
心
身
共
に
健
康
で
あ
っ
て
ほ

し
い
。
自
分
や
家
族
の
生
活

の
た
め
だ
け
で
な
く
世
の
た

め
人
の
た
め
働
い
て
ほ
し
い
。

人
と
の
つ
な
が
り
・
縁
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
社
会

人
の
先
輩
と
し
て
ア
ド
バ
イ

ス
。「
社
会
は
激
動
し
て
お

り
、
経
済
・
外
交
・
政
治
な

ど
が
難
し
い
問
題
を
抱
え
て

企
業
も
苦
悩
す
る
な
か
、
皆

さ
ん
の
若
さ
・
創
造
力
・
突

破
力
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

本
学
で
学
ん
だ
知
識
や
技
能

を
生
か
し
大
い
に
活
躍
し
て

ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

贈
っ
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
佐
藤
同
窓

会
長
が
「
社
会
人
と
し
て
大

切
な
こ
と
は
信
用
さ
れ
る
こ

と
、
そ
し
て
多
く
の
人
と
良

い
人
間
関
係
を
作
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
も
約
束
を
守
る

こ
と
、
笑
顔
を
忘
れ
な
い
こ

と
が
重
要
。
皆
さ
ん
は
本
日

よ
り
同
窓
会
の
正
会
員
と
な

る
。
各
支
部
に
も
ぜ
ひ
顔
を

出
し
て
ほ
し
い
」
と
ア
ピ
ー

ル
。
こ
の
後
、
３
月
末
で
退

職
の
教
員
、
社
会
で
活
躍
す

る
先
輩
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
会
場
に
流
さ
れ
た
。

　

式
典
の
最
後
と
な
る
卒
業

生
代
表
に
よ
る
答
辞
で
は
、

午
前
の
部
の
総
代
を
務
め
た

石
郷
岡
愛
さ
ん
、
午
後
の
部

の
総
代
を
務
め
た
本
房
秀
一

さ
ん
が
登
壇
。
感
謝
の
言
葉

と
共
に
４
年
間
を
振
り
返
り
、

「
社
会
人
と
し
て
責
任
あ
る
行

動
を
し
て
い
き
ま
す
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

■
卒
業
証
書
授
与

　

式
典
の
後
は
ゼ
ミ
別
に
各

教
室
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
教
員
か
ら
卒
業
証

書
や
卒
論
集
な
ど
が
一
人
ひ

と
り
に
手
渡
さ
れ
た
。
午
前

の
部
の
上
宮
智
之
ゼ
ミ
で
は
、

ま
ず
上
宮
准
教
授
が
「
ゼ
ミ

活
動
を
通
じ
て
、
社
会
人
と

し
て
や
っ
て
い
け
る
能
力
を

培
っ
た
と
思
う
。
ぜ
ひ
社
会

で
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
に
連

絡
を
取
り
合
い
た
い
」
と
は

な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
、
ゼ

ミ
活
動
を
記
録
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
写
真
集
な
ど
を
手
渡

し
た
。
午
後
の
部
の
三
島
重

顕
ゼ
ミ
で
も
、
ゼ
ミ
生
が
お

互
い
に
記
念
撮
影
を
し
な
が

ら
卒
業
証
書
な
ど
を
受
け
取

り
、
に
ぎ
や
か
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
た
。

■
卒
業
パ
ー
テ
ィ

　

午
後
４
時
４０
分
か
ら
経
営

情
報
学
部
・
経
営
情
報
研
究

科
の
「
卒
業
パ
ー
テ
ィ
」
が

学
生
会
館
２
階
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
。
ま
ず
家
本
修
学
部

長
が
「
社
会
で
頑
張
り
、
次

な
る
新
し
い
世
界
を
切
り
開

い
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
藤
本
義
治
研
究
科
長
の

音
頭
で
乾
杯
し
、
大
勢
の
卒

業
生
た
ち
が
恩
師
を
囲
ん
で

歓
談
。
そ
し
て
女
性
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
、
本
学
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
は
て
に
ゃ

ん
。」
の
登
場
な
ど
で
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

2013年度
入学式

歌声を披露するグリークラブ

宣
誓
を
す
る
森
兼
悠
介
さ
ん

卒業証書を授与する德永学長
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創
立
８０
周
年
記
念
講
演
会
の
フ
ァ
イ

ナ
ル
と
な
る
「
学
生
向
け
講
演
会
」
が
、

２
０
１
３
年
１
月
１５
日（
火
）、
７０
周
年

記
念
館（
Ａ
館
）フ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
。
講
師
は
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

と
し
て
知
ら
れ
る
辛
坊
治
郎
氏（
株
式
会

社
大
阪
綜
合
研
究
所
代
表
／
元
読
売
テ

レ
ビ
解
説
委
員
長
）で
、
テ
ー
マ
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
未
来
を
拓
く

―
正
し
い
判
断
は
正
し
い
情
報
か
ら
」。

学
生
や
本
学
関
係
者
な
ど
約
５
０
０
名

が
、
時
事
的
な
話
題
に
対
す
る
独
自
の

視
点
に
支
え
ら
れ
た
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
解
説
に
聴
き
入
っ
た
。

　

辛
坊
氏
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
情

報
を
得
る
の
に
便
利
だ
が
玉
石
混
交
。

人
は
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
判
断
を
間
違

う
。
そ
の
情
報
の
ど
こ
ま
で
が
本
当
な

の
か
見
定
め
よ
う
」
と
前
置
き
。
人
の

思
い
込
み
を
利
用
し
た
原
発
関
連
の
情

報
発
信
を
事
例
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
背

後
に
あ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
を
詳
細
に
説
明
。

「
わ
か
り
や
す
い
例
え
に
は
必
ず
裏
が
あ

る
。
自
分
の
思
い
込
み
に
気
を
つ
け
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　

ま
た
正
し
い
情
報
を
手
に
入
れ
る
に

は
人
の
話
を
聞
く
こ
と
が
重
要
だ
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
で
身
近
な
方
法

を
伝
授
。
さ
ら
に
、
握
手
や
テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
な
ど
社
会
的
な
行
為
や
作
法
の

基
本
が
「
私
は
手
の
中
に
武
器
を
隠
し

て
い
な
い
。
あ
な
た
を
傷
つ
け
な
い
」

と
い
う
意
思
表
示
だ
と
説
明
。
社
会
に

巣
立
つ
４
年
生
な
ど
に
対
し
て
、「
学
生

時
代
と
異
な
り
イ
ヤ
な
人
と
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
い
と
い
け
な

い
。
私
は
あ
な
た
に
敵
意
を
持
っ
て
い

な
い
と
示
す
方
法
は
、
あ
い
さ
つ
。
そ

れ
が
口
に
出
せ
る
か
ど
う
か
で
人
生
が

変
わ
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
ネ
ッ
ト

へ
の
保
守
的
な
書
き
込
み
や
、
ネ
ッ
ト

で
正
し
い
情
報
を
得
る
方
法
、
わ
か
り

や
す
く
話
を
す
る
コ
ツ
な
ど
に
関
す
る

学
生
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
、「
物
事
を

単
純
化
し
て
断
定
す
る
言
い
方
に
気
を

つ
け
よ
う
。
真
実
か
ど
う
か
、
そ
の
根

拠
ま
で
考
え
て
判
断
し
て
ほ
し
い
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

　

大
経
大
講
座
２
０
１
３

客
員
教
授
春
季
講
演
会
の

第
２
回
目
が
６
月
１
日

（
土
）、
Ｃ
館
３１
教
室
で
開

か
れ
た
。
客
員
教
授
講
演

会
は
、
現
代
社
会
を
取
り

巻
く
諸
問
題
や
ト
ピ
ッ
ク

な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
本
学

客
員
教
授
が
日
本
や
世
界

の
現
状
を
分
析
し
将
来
を

展
望
す
る
も
の
。
今
回
の

春
季
講
演
会
の
共
通
テ
ー

マ
は
「
経
済
・
金
融
」
で
、

第
２
回
は
岩
本
沙
弓
氏（
経

営
学
部
客
員
教
授
／
オ
フ

ィ
ス
Ｗ･

Ｉ･

Ｓ･

Ｈ
代
表
）

を
講
師
に
、「
日
米
新
政

権
、
半
年
目
の
検
証
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

岩
本
氏
は
、
国
内
外
の

金
融
機
関
の
ヴ
ァ
イ
ス
・

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て
、

外
国
為
替
・
短
期
金
融
市

場
取
引
を
中
心
と
し
た
ト

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
業
務
に
従

事
し
た
経
歴
を
持
ち
、
現

在
は
為
替
・
国
際
金
融
関

連
の
執
筆
や
講
演
な
ど
で

活
躍
中
。
日
本
の
経
済
状

況
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
総

括
、
米
国
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
・
オ
イ
ル
革
命
な
ど
に

つ
い
て
独
自
の
視
点
で
解

説
し
た
。

　

ま
ず
日
本
の
経
済
状
況

に
つ
い
て
、
経
済
収
支
や

貿
易
収
支
の
デ
ー
タ（
日

本
銀
行
）な
ど
を
も
と
に

実
態
を
説
明
。
財
務
省
も

Ｉ
Ｍ
Ｆ
な
ど
の
国
際
機
関

も
日
本
を
財
政
危
機
と
は

見
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
日

本
経
済
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン

タ
ル
ズ（
ベ
ー
シ
ッ
ク
な

底
力
）は
増
強
し
て
い
る

と
強
調
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
つ
い

て
は
、「
必
要
な
の
は
賃
金

上
昇
を
伴
っ
た
物
価
上
昇

で
、
日
本
の
経
済
力
の
増

強
が
メ
イ
ン
と
な
る
べ
き

だ
が
、
い
ま
だ
具
体
的
な

成
長
戦
略
が
示
さ
れ
て
い

な
い
。
金
融
緩
和
も
、
日

銀
が
緩
和
し
た
だ
け
で
は

市
中
に
資
金
は
流
れ
な
い
。

金
融
機
関
の
貸
し
出
し
姿

勢
な
ど
資
金
を
堰
き
止
め

て
い
る
構
造
に
メ
ス
を
入

れ
る
べ
き
だ
」
と
主
張
。

　

米
国
の
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
・
オ
イ
ル
革
命
に
つ
い

て
は
、
話
題
性
が
先
行
し

て
法
的
整
備
な
ど
が
追
い

つ
い
て
お
ら
ず
、
バ
ブ
ル

化
の
恐
れ
も
あ
る
と
指
摘
。

さ
ら
に
米
国
の
財
政
収
支

の
デ
ー
タ（
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
）や
オ
バ
マ
大
統
領

の
就
任
演
説
・
一
般
教
書

演
説
の
内
容
を
も
と
に
、

為
替
政
策
の
転
換
に
よ
る

ド
ル
高
の
可
能
性
に
言
及
。

日
本
で
は
消
費
税
の
段
階

的
増
税
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
２
０
１
６
年
以
降
の

景
気
腰
折
れ
を
懸
念
し
た
。

創立80周年記念講演会

情報の「本当」見極めて

辛
坊
氏
が
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス

第
２
回「
日
米
新
政
権
」半
年
目
を
検
証

大
経
大
講
座
２
０
１
３　

客
員
教
授
春
季
講
演
会

201３年度大経大 パソコン教室のご案内
同窓会・後援会員の皆様へ

去年に引き続き、今年もパソコン教室を開催させていただく運びとなりました。本年度
も講義内容を充実する予定でございますので、皆様お誘い合わせの上、ご参加ください
ますようお願い申し上げます。

講 座 内 容

●スタートコース
基本的なパソコンの使い方から、主にイン
ターネットの利用方法を学びます。通販サ
イトの利用方法から、メールを送る方法な
どを学習する予定です。パソコンが初めて
で、基礎からしっかり学びたい方向けのコ
ースです。

●ワード・エクセルコース（一般家庭向け）
Microsoft Offi ce Word（ ワ ー ド ） と
Microsoft Offi ce Excel（エクセル）の基
本的な操作を学ぶコースです。ワードでは
簡単なチラシ作り、エクセルでは家計簿を
作成します。ワード・エクセルが初めての
方向けに、ご家庭での活用方法をご提供い
たします。

●ワード・エクセルコース（実務向け）
Microsoft Offi ce Word（ ワ ー ド ） と
Microsoft Offi ce Excel（エクセル）の応
用コースです。エクセルでは関数やグラフ
を用いてデータ作成を行い、そのデータを
ワードに取り入れて文書を作成します。普
段からワード・エクセルを利用している方
のスキルアップを目的とします。

●趣味コース
デジタルカメラを使った写真撮影、画像の
取り込みや保存方法、また年賀状の作成方
法も学んでいただきます。学内での写真撮
影や写真の加工を通じて、パソコンの楽し
さを感じていただくためのコースです。

※当コースはデジタルカメラとUSBケーブ
ルを各自持参できる方のみの募集とさせ
ていただきます。

●開催日時 2013年8月31日（土）、9月1日（日）　午前9時～午後5時（予定）
 ※いずれか1日のみのご参加とさせていただきます。
●場　　所  大阪経済大学大隅キャンパス　50周年記念館（E館）
●参 加 費 無料

  応募要項
●応募条件 本学（大阪経済大学）同窓生の方、及び本学後援会員の方とそのご家族。

本人を含むお申し込みで、1組につき5名までとさせていただきます。
●応募方法 受講ご希望の方は、同封の申込用紙に必要事項をご記入の上、封書もし

くはFAXにてお申し込みください。
 ※封書の場合、郵送料はご本人様のご負担となりますので、あらかじめご

　了承ください。
●応 募 先 〒533-8533　大阪市東淀川区大隅2-2-8
 大阪経済大学同窓会　パソコン教室 係
 【お問い合わせ】TEL：06-6328-2431　FAX：06-6328-4564
●申込締切日　7月17日（水）〈当日消印有効〉
 ※申し込み多数の場合は抽選とさせていただきます。当選発表は受講票

　の発送をもって代えさせていただきます。（8月中旬発送予定）
●会場へのアクセス
 会場には駐車場がございませんので、公共交通機関をご利用の上、ご来場

ください。
 ※当選者の方には別途詳しいアクセス方法をお知らせいたします。
●延期の場合　31日・１日ともに台風などで延期となった場合は翌週の９月７日（土）とな

ります。

本講座は、閣僚経験者をはじめ、中央省庁や関連団体、日本の代表的
企業、アメリカ大使館などから講師をお招きし、日本の通商政策の最
前線について講義していただく特別授業（経済学特殊講義）です。

※講義の詳細は大学Webをご覧ください

貿易赤字の拡大、資源・エネルギー問題、TPP参加…… 
日本はどうなる？　日本をどうする？

http://www.osaka-ue.ac.jp/education/faculty/
economics/tokusyukougi/

授業公開のご案内経営学部
経営学部は、「経営と法の融合教育」を教学理念として、学生の人間的成長と真の
職業能力の育成に努めています。その一環としまして、2013年度も経営学部の授
業を公開しています。

科 目 名 『経営と法の融合』
（経営学特殊講義・法学特殊講義のダブルネーム開講）

開講時間 金曜日2限目（10：45～12：15）
教　　室 大隅キャンパス　Ｃ館31教室

講義内容
経営学部は「経営と法の融合」を標榜していますが、経営学部の
教員が自分の分野のエッセンスをわかりやすく講義します。
各回オムニバス形式で、経営学部教員が担当します。

講義の詳細は大学Webをご覧ください http://www.osaka-ue.ac.jp/life/koukai/

経済学特殊講義Ⅱ 「通商政策講座」

壇
上
の
辛
坊
治
郎
氏

講演する岩本沙弓氏
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■情報社会学部1年（男子）
アルバイト先に外国人が来る
ことがあり英語で接客してい
る。もう少し話せるようにな
りたいと思って参加した。4月
から本格的に始まれば、ぜひ
参加したい。
■経営学部2年（女子）
去年の夏、ニュージーランド
に語学研修に行ったが、帰国
してから英語を話す機会があ
まりなかった。英語レベルを
少しでも保ちたいと思った。
今日は英語が使えてうれしい。
■経済学部2年（男子）
自分の英語がちゃんと通じる
かどうか試したいと思って来
た。いろいろ課題は見つかっ

たが、会話が面白いし、来て
良かった。これからも参加し
たい。
■経営学部3年（女子）
高校の時に国際科で学んでい
た英語の力を取り戻そうと思
った。今日はなかなか英語が
出てこなくて、勉強を続けて
いないと、こんなに忘れてし
まうのかと驚いた。
■経営学部4年（男子）
学生生活が残り少なくなり、
思い出を作ろうと思った。高
校までは英語が得意だったが、
長く話す機会がなく、今日は
スピーキング力がかなり落ち
ていると感じた。

　

本
学
経
済
学
部
の
上
宮
智
之
ゼ
ミ
と
釧

路
公
立
大
学
経
済
学
部
の
下
山
朗
ゼ
ミ
、

島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
部
の
西
藤
真

一
ゼ
ミ
に
よ
る
「
第
二
回
合
同
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」
が
、
２
０
１
２
年
１２
月
１５
日（
土
）、

午
前
１１
時
か
ら
本
学
Ｊ
館
第
１
会
議
室
で

行
わ
れ
、
約
８０
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。

　

総
合
司
会
を
務
め
た
の
は
、
上
宮
ゼ
ミ

の
高
宮
裕
史
さ
ん
で
「
合
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

を
盛
大
な
会
に
し
て
大
阪
経
済
大
学
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
続

い
て
上
宮
准
教
授
が
「
３
大
学
の
ゼ
ミ
生

は
、
議
論
し
た
り
励
ま
し
合
っ
た
り
し
て

準
備
し
て
き
た
成
果
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
者
は
伝
え
る

気
持
ち
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
。
質
疑
応

答
も
自
分
が
成
長
で
き
る
大
事
な
機
会
だ
」

と
学
生
た
ち
を
激
励
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
初
は
、
釧
路
公
立
大

学
と
島
根
県
立
大
学
の
ゼ
ミ
生
に
よ
る
デ

ィ
ベ
ー
ト
で
、
テ
ー
マ
は
「
炭
素
税
導
入

の
是
非
」。
釧
路
公
立
大
学
が
肯
定
側
、
島

根
県
立
大
学
が
否
定
側
と
い
う
設
定
で
、

立
論
や
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て

最
後
に
肯
定
側
・
否
定
側
双
方
に
よ
る
最

終
弁
論
が
行
わ
れ
、
３
名
の
学
生
審
査
員

が
「
よ
く
勉
強
し
て
い
る
が
、
相
手
の
論

理
に
対
す
る
議
論
が
あ
れ
ば
良
か
っ
た
」

「
レ
ジ
ュ
メ
作
成
の
苦
労
が
し
の
ば
れ
た
」

な
ど
と
講
評
。
立
論
に
臨
む
態
度
や
、
立

論
内
容
・
質
問
・
応
答
な
ど
の
論
理
性
や

説
得
力
を
採
点
し
た
結
果
、
肯
定
側
の
釧

路
公
立
大
学
が
勝
利
し
た
。

　

昼
食
・
休
憩
を
は
さ
ん
だ
午
後
の
部
で

は
、
３
大
学
４
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研
究
発

表
が
行
わ
れ
た
。
第
１
報
告
は
、
本
学
・

上
宮
ゼ
ミ
の
柳
屋
研
人
さ
ん
・
三
島
雄
介

さ
ん
・
原
遼
介
さ
ん
・
高
宮
裕
史
さ
ん
の

グ
ル
ー
プ
で
、
テ
ー
マ
は
「
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
利
用
か
ら
見
る
不
合
理
な
行
動
」。

第
２
報
告
は
釧
路
公
立
大
学
の
下
山
ゼ
ミ

６
名
の
グ
ル
ー
プ
で
、
テ
ー
マ
は
「
生
活

保
護
制
度
に
お
け
る
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
あ
り
方
」。
第
３
報
告
は
島
根
県
立
大

学
の
西
藤
ゼ
ミ
４
名
の
グ
ル
ー
プ
で
、
テ

ー
マ
は
「
萩
・
石
見
空
港
の
現
状
と
取
組
」。

　

最
終
報
告
は
本
学
・
上
宮
ゼ
ミ
の
田
丸

瑛
祐
さ
ん
・
西
貴
登
さ
ん
・
山
田
栞
さ

ん
・
前
田
真
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
で
、
テ
ー

マ
は
「
豊
富
な
選
択
肢
の
落
と
し
穴
」。
そ

れ
ぞ
れ
の
報
告
後
に
は
学
生
同
士
の
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
、
担
当
教
員
か
ら
も
コ
メ

ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
講
評
が
述
べ

ら
れ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

「
地
域
間
の
交
流
が
大
事
」「
他
大
学
に
ど

の
よ
う
な
学
生
が
い
る
の
か
を
知
る
大
事

な
機
会
」
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
合
同
ゼ
ミ

の
効
用
が
３
名
の
教
員
か
ら
述
べ
ら
れ
、

長
時
間
に
わ
た
り
熱
い
議
論
と
報
告
が
行

わ
れ
た
合
同
ゼ
ミ
が
無
事
終
了
。
ゼ
ミ
生

た
ち
は
懇
親
会
の
会
場
へ
と
移
動
し
た
。

２０１２年１２月２２日（土）、２０１２年度（第２５回）学生奨学論文の表彰
式がＪ館３階第１会議室にて行われた。２２編の応募の中から
６編が入賞論文として選ばれた。

地域との交流を目的とした大経大キッズカレッ
ジ第5回「フラッグフットボール教室」が、5月
12日（日）、日本フラッグフットボール協会の協力
を得て摂津キャンパス・グラウンドで開かれた。
キッズカレッジでは、これまで野球教室を2回、
サッカー教室を2回実施しているが、今回は
2011年度から全国の小中学校の体育授業で実
施されている新しい競技「フラッグフットボー
ル」にチャレンジした。
フラッグフットボールは男女の区別・運動能
力・体格などに関係なく、みんなが協力してボ

ールを進めていく球技。個人の役割が明確で、
「話し合う力」「助け合う力」「認め合う力」が養
われ、参加者全てが成功体験を得られるという。
今回、フラッグフットボール教室に参加したの
は、主に小学校低学年の子どもたち25名。本学
体育会・アメリカンフットボール部「BOMBERS(
ボンバーズ)」の部員やマネージャー約50名が
プログラムの作成などの入念な準備を進め、当
日も役割分担して、子どもたちの指導と教室の
運営にあたった。
同行した保護者が我が子の動きを熱心に見守る
なか、子どもたちは5人ずつ5チームに分かれ
て、まずは入念な準備運動。次にフラッグフッ
トボールのルールなどを教わりながら、作戦会
議や、ボールのパス、ブロックの方法などを練
習。BOMBERS(ボンバーズ)の部員が、「ナイス
!」「ドンマイ!」などの陽気な声かけで子どもた
ちの集中力を高め、それぞれのチームの雰囲気
を楽しく盛り上げた。そして最後はチーム対抗
戦を実施。子どもたちは目を輝かせながら、人
工芝のグラウンドを元気に走り回っていた。

　
「
第
１
回 

卒
業
論
文
発
表
会
」
が
１
月

１３
日（
日
）、
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
行
わ
れ

た
。　

　

こ
の
発
表
会
は
、
上
宮
ゼ
ミ
に
所
属
す

る
４
年
生
が
、
卒
論
の
提
出
を
控
え
た
時

期
に
自
身
の
研
究
成
果
を
多
く
の
人
に
公

開
し
、
質
疑
応
答
な
ど
に
よ
っ
て
内
容
を

磨
き
上
げ
よ
う
と
い
う
も
の
。
保
護
者
や

本
学
職
員
な
ど
が
見
守
る
な
か
、
そ
れ
ぞ

れ
に
熱
の
こ
も
っ
た
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

午
前
の
第
１
部
で
は
、
羽
尾
大
樹
さ
ん

の
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
の
可
能

性
」、
藤
原
直
之
さ
ん
の
「
未
婚
化
分
析
」、

橋
本
将
さ
ん
の
「
個
人
の
自
転
車
利
用
―

も
た
ら
さ
れ
る
も
の
の
価
値
―
」、
庄
野
正

輝
さ
ん
の
「
水
道
水
回
帰
の
有
効
性
と
取

り
組
み
」、
土
江
郁
弥
さ
ん
の
「
人
間
の
判

断
に
た
い
す
る
笑
顔
の
影
響
」。

　

昼
休
み
を
は
さ
ん
だ
午
後
の
第
２
部
で

は
、
樋
渡
勇
騎
さ
ん
の
「
大
阪
に
お
け
る

所
得
差
拡
大
―
統
計
デ
ー
タ
か
ら
み
て

―
」、
竹
岡
翼
さ
ん
の
「『
地
域
に
ね
ざ
す
』

と
は
」、
大
久
保
晴
司
さ
ん
の
「
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
認
知
度
―
学
生
に
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
広
め
る
―
」、
松
枝

真
由
さ
ん
の
「
重
回
帰
分
析
か
ら
日
本
の

生
命
保
険
を
探
る
」。

　

続
く
第
３
部
で
は
、
磯
西
勇
輝
さ
ん
の

「
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
の
未
来
」、
田
中
秀
明

さ
ん
の
「
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
今

後
の
展
望
」、
小
塩
香
織
さ
ん
の
「
Ｅ
Ｃ
市

場
拡
大
の
要
因
分
析
」、
久
保
津
由
紀
さ
ん

の
「
出
生
率
と
教
育
費
負
担
」
が
報
告
さ

れ
た
。

　

締
め
く
く
り
の
第
４
部
は
グ
ル
ー
プ
発

表
で
、
宮
崎
和
貴
さ
ん
が
「
量
刑
判
断
へ

の
ア
ン
カ
リ
ン
グ
効
果
の
影
響
」、
槇
岡
秀

太
さ
ん
が
「
ア
ン
カ
リ
ン
グ
効
果
―
事
前

の
注
意
喚
起
の
与
え
る
影
響
―
」、
藤
川
泰

輔
さ
ん
が
「
ア
ン
カ
リ
ン
グ
効
果
―
ア
ン

カ
ー
の
関
連
度
の
影
響
―
」、
丸
山
真
平
さ

ん
が
「
商
品
使
用
後
の
満
足
度
の
差
異
―

ア
ン
カ
リ
ン
グ
効
果
を
用
い
て
―
」、
砂
野

和
音
さ
ん
が
「
ア
ン
カ
リ
ン
グ
効
果
と
第

２
の
ア
ン
カ
ー
の
影
響
力
に
つ
い
て
」
と

い
う
個
別
テ
ー
マ
で
報
告
し
た
。

　

ま
た
各
発
表
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
上

宮
准
教
授
に
よ
る
鋭
い
指
摘
や
学
生
・
職

員
な
ど
か
ら
の
質
問
に
、
一
人
ひ
と
り
の

報
告
者
が
懸
命
に
答
え
、
熱
心
に
メ
モ
を

取
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
卒
論
発
表
会
を
行
う
意
義

に
つ
い
て
、「
大
勢
の
人
の
前
で
報
告
す
る

場
を
設
け
る
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
高
ま
る
。
ま
た
自
身
の
研
究
に
関
す
る

問
題
・
課
題
が
わ
か
る
の
で
、
研
究
内
容

が
整
理
さ
れ
卒
論
の
完
成
度
が
高
ま
る
」

と
上
宮
准
教
授
。
会
場
で
は
上
宮
ゼ
ミ
の

活
動
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
な
ど
も
上
映
さ

れ
、
保
護
者
は
、
我
が
子
が
大
学
で
学
び

活
動
す
る
姿
に
目
を
細
め
て
見
入
っ
て
い

た
。

　

情
報
社
会
学
部　

中
村
健
二
ゼ
ミ
の
ゼ

ミ
生（
２
年
）大
谷
幸
輝
さ
ん
、
田
中
美
帆

さ
ん
、
松
浦
麻
奈
未
さ
ん
の
３
名
が
、

２
０
１
２
年
秋
に
行
わ
れ
た
「
第
３
回　

追
手
門
学
院
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
優
秀
賞
を
、
日
刊
工
業
新
聞

主
催
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
グ

ラ
ン
プ
リ
」
で
佳
作
と
、
そ
れ
ぞ
れ
入
賞

を
果
た
し
た
。
さ
ら
に
、
大
谷
さ
ん
の
プ

ラ
ン
が
「
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
発
表
会
」

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
「
第
３
回　

追
手
門
学
院
大
学
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
優
秀
賞
の
発
表
テ

ー
マ
は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
よ

る
客
導
線
操
作
事
業
」。「
キ
ャ
ン
パ
ス
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
佳
作
の

発
表
テ
ー
マ
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ン
サ
ー

を
用
い
た
自
転
車
捜
索
サ
ー
ビ
ス
」。

　

３
名
は
ゼ
ミ
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
す
る

直
前
の
夏
休
み
に
、
中
村
准
教
授
が
呼
び

か
け
た
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
を
決
意
。

お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
あ
い
な
が
ら
内
容

を
練
り
上
げ
、
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

の
精
度
と
レ
ベ
ル
を
高
め
て
い
っ
た
。

　

初
め
て
体
験
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
や
ゼ
ミ

に
つ
い
て
大
谷
さ
ん
は
、「
毎
日
、
時
間
が

あ
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
社
会
を
広
い
視

野
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、

ゼ
ミ
で
の
経
験
は
就
活
の
面
接
で
も
役
立

つ
と
思
い
ま
す
」。
田
中
さ
ん
は
「
邦
楽
ク

ラ
ブ
の
活
動
と
コ
ン
テ
ス
ト
の
準
備
、
教

職
課
程
の
授
業
で
一
時
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な

り
そ
う
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
得
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
日
が
充
実
し
て

い
ま
す
し
、
自
分
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て

い
る
の
を
感
じ
ま
す
」。
松
浦
さ
ん
は
「
ゼ

ミ
で
は
初
め
て
会
っ
た
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
一
つ
の
も

の
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
厳
し
い
ゼ

ミ
で
す
が
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
」。

　

受
賞
し
た
３
名
は
そ
ろ
っ
て
「
今
年
も

ぜ
ひ
コ
ン
テ
ス
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」

と
意
欲
満
々
の
様
子
だ
っ
た
。

　

２
０
１
２
年
度
課
外
活
動
祝
勝
会
が
、

３
月
５
日（
火
）午
後
６
時
か
ら
８
時
ま

で
、
Ｊ
館
３
階
第
１
会
議
室
で
行
わ
れ

た
。
こ
の
祝
勝
会
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
や

個
人
活
動
な
ど
で
全
日
本
上
位
の
好
成

績
を
残
し
た
学
生
を
大
学
と
し
て
祝
い
、

関
係
者
同
士
が
交
流
し
よ
う
と
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
。
今
回
は
日
本
学
生
シ

ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
選
手
権
大
会
で
準
優

勝
し
た
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
、
全
日
本

大
学
準
硬
式
野
球
選
手
権
大
会
ベ
ス
ト

４
の
準
硬
式
野
球
部
、
全
日
本
学
生
弓

道
選
手
権
大
会
ベ
ス
ト
８
の
弓
道
部
と

東
西
学
生
弓
道
選
抜
対
抗
試
合
・
最
優

秀
選
手
賞
な
ら
び
に
皆
中
賞（
的
中
率
第

一
位
）の
柴
田
郁
さ
ん
、
証
券
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
大
会
３
部
門
優
秀
賞
の
証
券
研
究
部
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
満
点（
９
９
０
点
）を
獲

得
し
た
吉
岡
悟
さ
ん
、
そ
し
て
各
ク
ラ

ブ
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら
が
招
か
れ
た
。

　

ま
ず
勝
田
泰
久
理
事
長
が
「
大
学
は

研
究
と
教
育
の
場
だ
が
課
外
活
動
も
大

事
。
大
経
大
の
存
在
を
世
に
知
ら
し
め

る
活
躍
を
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

德
永
学
長
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
と
個
人

を
個
別
に
慰
労
し
た
う
え
で
、「
こ
れ
か

ら
も
大
経
大
の
学
生
で
あ
る
こ
と
に
誇

り
を
持
ち
精
進
し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。
ま
た
佐
藤
武
司
同
窓
会

会
長
も
「
社
会
で
は
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

で
活
躍
し
た
人
が
求
め
ら
れ
る
。
大
き

な
思
い
出
と
実
績
を
作
っ
て
い
く
よ
う

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

　

続
い
て
各
ク
ラ
ブ
・
個
人
が
今
後
の

抱
負
を
披
露
。
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
主

将
の
坂
本
侑
馬
さ
ん
は
「
２
０
１
２
年

は
２
連
覇
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
た
が
準

優
勝
だ
っ
た
。
も
う
一
度
優
勝
を
め
ざ

し
た
い
」、
準
硬
式
野
球
部
の
柳
生
純
平

さ
ん
は
「
後
輩
に
は
、
全
国
優
勝
で
大

学
の
ト
ッ
プ
の
座
を
勝
ち
取
っ
て
ほ
し

い
」、
弓
道
部
主
将
の
柴
田
郁
さ
ん
は

「
個
人
で
上
位
の
成
績
は
残
せ
た
が
、
今

年
は
全
員
で
優
勝
を
め
ざ
し
た
い
」、
証

券
研
究
部
主
将
の
片
岡
憲
太
郎
さ
ん
は

「
苦
労
も
あ
っ
た
が
頑
張
っ
た
。
今
年
も

主
将
を
中
心
に
頑
張
っ
て
く
れ
る
と
思

う
」、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
満
点
の
吉
岡
悟
さ
ん

は
「
語
学
力
を
生
か
し
社
会
に
貢
献
し

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
間
を
め
ざ
し
た

い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
た
。

　

そ
し
て
大
樟
体
育
会
会
長
の
下
垣
恒

彦
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯
。
学
生
同
士
や

大
学
関
係
者
が
立
食
形
式
で
歓
談
。
途

中
、
本
学
の
学
生
で
２
０
１
２
年
民
謡

の
祭
典
「
民
謡
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
大
賞

を
受
賞
し
た
上
原
典
恵
さ
ん
が
、
奄
美

民
謡
を
３
曲
披
露
。
会
場
の
雰
囲
気
を

盛
り
上
げ
た
。

　

最
後
に
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
監
督
の

岸
本
啓
二
氏
と
準
硬
式
野
球
部
監
督
の

牧
田
安
夫
氏
か
ら
、
力
強
い
あ
い
さ
つ

や
決
意
表
明
が
あ
り
、
宋
仁
守
学
生
委

員
長
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
閉
会
の
言

葉
で
締
め
く
く
っ
た
。

【
入
選
】

　
前
田
亮 

・ 

都
倉
貴
大 

・ 

野
田
美
菜
代（
共
著
・
経
営
学
部
3
年
）

　
　
「
顧
客
ニ
ー
ズ
・
ウ
ォ
ン
ツ
の
研
究
―『
テ
ネ
リ
ー
タ
・

　
　

メ
ゾ
ン
』
ブ
ラ
ン
ド
構
築
事
例
を
通
じ
て
―
」

【
佳
作
】

　

●
岩
本
美
加
子 （
人
間
科
学
部
3
年
）

　
　
「
プ
ロ
野
球
応
援
団
に
見
る

　
　
　
　
　

文
化
人
類
学
・
社
会
学
的
考
察
」

　

●
松
本
彩
也
香 （
経
済
学
部
4
年
）

　
　
「
子
ど
も
の
学
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

　
　
　
　
　

―
教
育
費
の
在
り
方
を
考
え
る
―
」

【
努
力
賞
】

　

●
熊
沢
利
奈 （
人
間
科
学
部
4
年
）

　
　
「
大
学
生
に
調
査
す
る
、

　
　
　
　

女
性
が
好
か
れ
る
特
徴
、
嫌
わ
れ
る
特
徴
」

　

●
吉
山
昂
弥 （
経
済
学
部
3
年
）

　
　
「
日
本
を
変
え
る
!? 

６
次
産
業
の
可
能
性

　
　
　

―
和
歌
山
・
観
音
山
フ
ル
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
の

　
　
　

成
功
事
例
分
析
よ
り
―
」

　

●
宮
田
康
祐 

・ 

金
子
裕
真 

・ 

浅
見
佳
弘 

・ 

権
田
康
徳
・

　
　

吉
野
志
桜
里 

・ 

興
津
瑠
那 （
共
著
・
経
営
情
報
学
部
3
年
）

　
　
「
原
発
問
題
と
電
力
会
社
の
財
務
分
析
」

お問い合わせは、大阪経大学会 
事務局（J館3階 研究支援課）へ。

E-MAIL
gakkai@osaka-ue.ac.jp
経大学会ホームページ
http://www.osaka-ue.ac.jp/
keidaigakkai/

2013年度も
学生奨学論文を
募集します

経済学部
 上宮智之ゼミ

情報社会学部
中村健二ゼミ

22編の応募の中から6編が入賞

大経大キッズカレッジ第5回は

努
力
と
活
躍
た
た
え
る

２
０
１
２
年
度
課
外
活
動
祝
勝
会

第
2
回
英
語
カ
フ
ェ

フラッグフットボール教室！教室！フラッグフットボール教室！

第25回学生奨学論文表彰式

他
大
学
と
の
交
流
で
成
長

第
二
回
合
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

第
２
回
「
英
語
カ
フ
ェ
」
が
１
月
１７
日（
木
）、
午
後
４
時
２０
分

か
ら
、
Ｂ
館
２
階
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
本
学
が

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
掲
げ
る
な
か
、
学
生
が
気
軽
な
形
で

英
語
に
関
心
を
持
て
る
場
を
作
ろ
う
と
す
る
も
の
。
昨
年
１２
月
１７

日（
月
）に
第
１
回
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
ク
ラ
ブ
な
ど
に

所
属
す
る
学
生
や
留
学
経
験
を
持
つ
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
・

運
営
を
行
っ
た
。

　

第
２
回
の
参
加
者
は
２０
名
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
た
く
さ
ん
の
菓
子

が
置
か
れ
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
学
生
が
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
・
ウ
ェ
イ
タ
ー
に

扮
し
て
飲
み
物
を
運
ぶ
な
ど
、
会
場
は
カ
フ
ェ
の
雰
囲
気
そ
の
も

の
。
初
級
グ
ル
ー
プ
と
上
級
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
自
己
紹
介

か
ら
始
ま
る
フ
リ
ー
ト
ー
ク
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
想
定
し
た

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
最
初
は
緊
張
気
味
だ
っ

た
学
生
も
次
第
に
打
ち
解
け
て
大
胆
に
な
り
、
と
つ
と
つ
と
し
た

話
し
ぶ
り
な
が
ら
、
英
語
で
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

な
お
、
今
年
度
よ
り
学
生
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
６
月
か

ら
毎
週
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
。

学
生
、
楽
し
ん
で
ト
ー
ク

発
表
す
る
こ
と
で
完
成
度
ア
ッ
プ

第
1
回 

卒
業
論
文
発
表
会

３
名
大
活
躍
で
入
賞
続
々

　

学
び
な
が
ら
、
一
つ
の
も
の
作
り
上
げ
る

今後もゼミの活動を大学webで掲載します。
http://www.osaka-ue.ac.jp

第
３
回
追
手
門
学
院
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
／
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
グ
ラ
ン
プ
リ

提出期間

9月20日（金）～10月3日（木）

磨き合って
　輝　輝け、け、ゼミ 生
磨き合って
　輝け、け、ゼミ 生
磨き合って
　輝け、ゼミ 生

研究発表をする上宮ゼミの学生たち

経済学部  上宮智之准教授

グ
ル
ー
プ
発
表

発表後の質疑応答

左
か
ら
松
浦
さ
ん
、
田
中
さ
ん
、
大
谷
さ
ん
、
中
村
准
教
授
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【建設業】
大成建設株式会社、大鉄工業株式
会社、積水ハウス株式会社、タマ
ホーム株式会社、大東建託株式会
社、大和ハウス工業株式会社、パ
ナホーム株式会社、ダイダン株式
会社、栗原工業株式会社

【製造業】
株式会社 神戸屋、シノブフーズ株
式会社、株式会社 ヤクルト本社、
マルコメ株式会社、小泉株式会社、
株式会社 サンエー・インターナシ
ョナル、株式会社 東京スタイル、
株式会社 東京ソワール、日本バイ
リーン株式会社、ユニチカ株式会
社、株式会社 ワコールホールディ
ングス、大阪シーリング印刷株式
会社、三光産業株式会社、日新薬
品工業株式会社、科研製薬株式会
社、富士製薬工業株式会社、株式
会社 資生堂、タカラベルモント株
式会社、大日本塗料株式会社、株
式会社 白元、株式会社 共和、日東
電工株式会社、三協・立山ホール
ディングス株式会社、アイリスオ
ーヤマ株式会社、モリテックスチ
ール株式会社、アルインコ株式会
社、株式会社 三栄水栓製作所、三
洋工業株式会社、東洋シヤッター
株式会社、日本精工株式会社、フ
ルサト工業株式会社、前田金属工
業株式会社、株式会社 マルゼン、
オークラ輸送機株式会社、グロー
リー株式会社、株式会社 ダイフ
ク、株式会社 鶴見製作所、日工株
式会社、日本テクノ株式会社、株
式会社森精機製作所、小泉産業株
式会社グループ、三相電機株式会
社、株式会社 日本デジタル研究
所、ホーチキ株式会社、株式会社 
ジーシー、株式会社 メニコン、株
式会社 ウッドワン、クリナップ株
式会社、タカラスタンダード株式
会社、株式会社 クラウン・パッケ
ージ、ザ・パック株式会社、株式
会社 トーモク、東罐興業株式会
社、ナカバヤシ株式会社、福助工

業株式会社、山崎産業株式会社
【情報通信業】

NTTタウンページ株式会社、株式
会社NTTデータMSE、エン・ジャ
パン株式会社、株式会社 オービッ
クビジネスコンサルタント、コム
テック株式会社、株式会社昭和シ
ステムエンジニアリング、株式会
社JSOL、株式会社 TKC、トランス
コスモス株式会社、日本コンピュ
ーター・システム株式会社、パナ
ソニックソリューションテクノロ
ジー株式会社、パシフィックシス
テム株式会社、株式会社 ブロード
エンタープライズ、新日本法規出
版株式会社

【運輸業】
阪急電鉄株式会社、近畿日本鉄道
株式会社、西日本旅客鉄道株式会
社、東海旅客鉄道株式会社、東日
本旅客鉄道株式会社、アートコー
ポレーション株式会社、アスト株
式会社、株式会社 エーアイテイ
ー、エムケイ観光バス株式会社、
大阪中央冷蔵株式会社、カトーレ
ック株式会社、株式会社関西丸和
ロジスティクス、協同運輸株式会
社、近物レックス株式会社、鴻池
運輸株式会社、コクヨサプライロ
ジスティクス株式会社、株式会社
サカイ引越センター、佐川急便株
式会社、株式会社 JPロジサービ
ス、センコー株式会社、株式会社 
セントラル・コールド・ストレー
ジ、千里山バス株式会社、トナミ
運輸株式会社、株式会社 トランス
ネット、浪速運送株式会社、南海
ウイングバス金岡株式会社、株式
会社日新、阪神ロジテム株式会社、
株式会社 マルニコーポレーショ
ン、三輪運輸工業株式会社、ヤマ
ト運輸株式会社、ヤマトロジステ
ィクス株式会社

【卸売業】
岩谷産業株式会社、旭食品株式会
社、尾家産業株式会社、加藤産業
株式会社、神港魚類株式会社、ス

ターゼン株式会社、大黒天物産株
式会社、トーホーグループ、株式
会社 ハークスレイ、株式会社 山星
屋、UCC上島珈琲株式会社、日清
医療食品株式会社、江綿グループ、
株式会社 スミテックス・インター
ナショナル、西川産業株式会社、
株式会社 アスティス、アボットジ
ャパン株式会社、アルフレッサ株
式会社、河淳株式会社、株式会社 
ケーエスケー、東邦薬品株式会社、
北恵株式会社、ジューテックホー
ルディングス株式会社、ナイス株
式会社、野原産業株式会社、井澤
金属株式会社、株式会社 サステッ
ク、渡辺パイプ株式会社、クリエ
イト株式会社、阪本株式会社、株
式会社 進和、杉本商事株式会社、
ダイドー株式会社、椿本興業株式
会社、株式会社 鳥羽洋行、株式会
社 日伝、株式会社 ワキタ、株式会
社 エフティコミュニケーション
ズ、ダイワボウ情報システム株式
会社、因幡電機産業株式会社、株
式会社 遠藤照明、株式会社 たけで
ん、都築電気株式会社、株式会社 
電響社、株式会社 バイテック、福
西電機株式会社、不二電機株式会
社、宝永電機株式会社、三菱電機
住環境システムズ株式会社、株式
会社 ガリバーインターナショナ
ル、アイ・エム・アイ株式会社、
株式会社 モリタ、株式会社 大塚商
会、株式会社 日興商会、貝印株式
会社、株式会社 音通、株式会社 タ
カショー

【小売業】
株式会社 近鉄百貨店、イオンリテ
ール株式会社、株式会社 オーク
ワ、大阪いずみ市民生活協同組合、
株式会社 関西スーパーマーケッ
ト、生活協同組合コープこうべ、
株式会社 ダイエー、株式会社 バロ
ー、株式会社 ファミリーマート、
株式会社 平和堂、マックスバリュ
西日本株式会社、株式会社 ライフ
コーポレーション、株式会社 ロー
ソン、青山商事株式会社、株式会
社 オンリー、株式会社 ジーフッ
ト、はるやま商事株式会社、株式

会社 パル、株式会社 ユナイテッド
アローズ、株式会社 ライトオン、
大阪トヨタ自動車株式会社、株式
会社 関西マツダ、株式会社 関西ケ
ーズデンキ、コーナン商事株式会
社、株式会社 コメリ、浜屋株式会
社、株式会社 アインファーマシー
ズ、株式会社 キリン堂、株式会社 
コクミン、株式会社 コスモス薬
品、株式会社 サンドラッグ、株式
会社 ツルハ、株式会社 テイツー、
HOYA株式会社、株式会社 メガネ
トップ、島村楽器株式会社、株式
会社 ジャパネットたかた

【金融・保険業】
株式会社 三井住友銀行、株式会社 
りそな銀行、株式会社 ゆうちょ銀
行、株式会社 池田泉州銀行、株式
会社 香川銀行、株式会社 関西アー
バン銀行、株式会社 紀陽銀行、株
式会社 近畿大阪銀行、株式会社 四
国銀行、株式会社 但馬銀行、株式
会社 徳島銀行、株式会社 鳥取銀
行、株式会社 百十四銀行、尼崎信
用金庫、永和信用金庫、大阪厚生
信用金庫、大阪市信用金庫、大阪
商工信用金庫、大阪信用金庫、大
阪東信用金庫、笠岡信用組合、観
音寺信用金庫、きのくに信用金庫、
京都信用金庫、近畿産業信用組合、
信金中央金庫、十三信用金庫、成
協信用組合、摂津水都信用金庫、
高松信用金庫、玉島信用金庫、大
同信用組合、鳥取信用金庫、西兵
庫信用金庫、日新信用金庫、播州
信用金庫、兵庫県信用組合、兵庫
信用金庫、富士信用金庫、大和信
用金庫、株式会社 オリエントコー
ポレーション、いちよし証券株式
会社、岩井コスモ証券株式会社、
SMBCフレンド証券株式会社、岡
三証券株式会社、髙木証券株式会
社、東海東京証券株式会社、野村
證券株式会社、西日本建設業保証
株式会社、兵庫県信用保証協会、
株式会社 アドバンスクリエイト、
住友生命保険（相）大阪すみれい営
業部、全国共済農業協同組合連合
会大阪府本部、第一生命保険株式
会社、日本生命保険相互会社、株

式会社 ニュートン・フィナンシャ
ル・コンサルティング、明治安田
生命保険相互会社

【不動産業】
株式会社 アーネストワン、株式会
社 エイブル、サンヨーホームズ株
式会社、株式会社 ジェイ・エス・
ビー、住友不動産販売株式会社、
積和不動産関西株式会社、株式会
社 大京、日本住宅流通株式会社、
三井不動産リアルティ株式会社、
リバー産業株式会社

【飲食店・宿泊業】
株式会社 王将フードサービス、株
式会社 グルメ杵屋、株式会社 ジ
ー・ネットワークス、株式会社 松
屋フーズ、株式会社 モンテローザ、
大和リゾート株式会社、株式会社 
帝国ホテル、リゾートトラスト株
式会社、ルートインジャパン株式
会社、株式会社 ロイヤルホテル

【医療・福祉】
社会医療法人 医真会、社会医療法
人 大道会、医療法人 河内友紘会、
医療法人 慶真会大杉病院、医療法
人 尚歯会山田兄弟歯科、市立加西
病院、医療法人 武田病院グルー
プ、日本赤十字社千葉県支部、株
式会社 ファルコバイオシステム
ズ、アースサポート株式会社、株
式会社 アプリシェイト、社会福祉
法人 きらくえん、株式会社 ケア
21、甲有会グループ、株式会社 シ
ティー・エステート、社会福祉法
人 聖徳園、スミレ会グループ、社
会福祉法人 聖隷福祉事業団、社会
福祉法人 大慈厚生事業会、株式会
社 チャーム・ケア・コーポレーシ
ョン、社会福祉法人 博安会、ビオ
ティカ株式会社、社会福祉法人 森
の宮福祉会、特定非営利活動法人 
れんげメディカルグループ、社会
福祉法人 六甲鶴寿園

【教育・学習支援業】
摂津市教員、豊中市教員、学校法
人 熊見学園神戸星城高等学校、学
校法人 常翔学園、学校法人 立志
舎、学校法人 清教学園、学校法人 
東洋学園、株式会社 希学園、株式
会 社 ABC　Cooking　Studio、株

式会社 エイコス、国際東洋医療柔
整学院、ビーイー株式会社、株式
会社 平成教研、株式会社 マウンテ
ン・ルーツ

【複合サービス業】
日本郵政株式会社、日本郵便株式
会社、伊賀北部農業協同組合、香
川県農業協同組合、京都市農業協
同組合、堺市農業協同組合、たじ
ま農業協同組合、丹波ひかみ農業
協同組合、土佐あき農業協同組合、
奈良県農業協同組合、兵庫西農業
協同組合、福山市農業協同組合、
松任市農業協同組合、わかやま農
業協同組合

【サービス業】
社団法人 京都微生物研究所、植木
保雄税理士事務所、株式会社 シー
エーシー、長池勇法律事務所、西
岡会計事務所、株式会社 日本旅
行、株式会社 ラウンドワン、株式
会社 ルネサンス、大和リース株式
会社、株式会社 ダスキン、株式会
社 トーカイ、東海リース株式会社、
西尾レントオール株式会社、株式
会社 ニシケン、株式会社 レンタル
のニッケン、株式会社 共立メンテ
ナンス、綜合警備保障株式会社、
テルウェル西日本株式会社、ディ
ップ株式会社、株式会社 東急コミ
ュニティー、東洋テック株式会社、
マンパワーグループ株式会社

【公務】
国税専門官、大阪市役所、東大阪
市役所、八尾市役所、豊中市役所、
摂津市役所、宍粟市役所、朝来市
役所、南あわじ市役所、足立区役
所、東淀川区役所、上富田町役場、
徳之島町役場、与謝野町役場、陸
上自衛隊、航空自衛隊、大阪府警
察本部、兵庫県警察本部、京都府
警察本部、滋賀県警察本部、奈良
県警察本部、和歌山県警察本部、
徳島県警察本部、福岡県警察本部、
東京消防庁、大阪市消防局、京都
市消防局、茨木市消防本部、西宮
市消防局、宝塚市消防本部、高岡
市消防局、中和広域消防組合、仲
多度南部消防組合消防本部、八幡
浜地区施設事務組合消防本部

2012年度　卒業生の主な就職先

現代の若者にとって就活は、社会に出るため
の大きな難関と言ってもよいでしょう。
大阪経済大学の進路支援部では、長年にわた
って個人面談を重視した 〝顔の見える就活支
援〟を行ってきました。ゼミ単位での就職活
動説明会ではフォローしきれない就職活動へ
の不安や悩みまで、一人ひとりの学生と向き
合ってじっくりと話を聞くことで、悔いなく
納得ができる就職活動を行えるようにサポー
トしています。2012年度は、延べ約9千件
の個人面談を実施。個人面談が多いほど就職
率が高いことが明確になっており、就職支援
の中心として更に充実させていきます。

個人面談は、学年を問わず希望者は何度でも
受けることができ、学生から指名を受けた進
路支援部スタッフが、個人の能力や興味・関
心、可能性を踏まえて、マンツーマンで就活
のアドバイスに当たります。面談を担当する
スタッフのほとんどが民間企業で様々な社会
経験を積んでおり、個別指導で蓄積された情
報から、①就職活動の動機づけ②就活の振り
返りを重視し、学生の個性に合った企業との
マッチングを行っています。
大阪経済大学では、学生の目線に立って1対
1の信頼関係を築くことで、学生が自らの人
生選択に真剣に取り組んでいけるように支援
し多彩な職業人の育成を目指しています。

大阪経済大学では、例年、３月時点で未内定卒業者を
対象に就活支援のためのガイダンスを行っています。
今年の3月に行われたガイダンスでは約50～60名程
度の未内定学生が参加しました。就職が決まらなかっ
た学生の多くに共通するのは、①就活への取り組み意
識が不十分だった②就職課へ足を運ばなかったという
２点です。本学では、なぜ内定を獲得できなかったの
かを振り返って分析し、スイッチを切り替えて卒業後
の就職活動に取り組めるようにアドバイスを行ってい
ます。今後も既卒者の就職活動ノウハウ、求人情報収
集方法、４月スタートの既卒者向け就活支援サイト
「卒業生ポータルサイト」の活用方法の周知などを進
めていきます。

〝
顔
の
見
え
る
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
〞

大学新卒者の就職環
境は、依然として厳
しい状況が続いてお
り、国では関係各省
が連携して未内定就
活生への就職支援な

ども行っています。
大阪経済大学では、未内定の既卒者を支援するウェブ
サイト「卒業生ポータルサイト」を４月に新設しまし
た。このサイトは、卒業後も既卒者向け求人情報を積
極的に提供し、一日も早い内定獲得をサポートしてい
くことを目的としています。
「卒業生ポータルサイト」の主なコンテンツは、大学
の進路支援部に足を運ぶのと同レベルの情報をリアル
タイムで調べることができる求人情報をはじめ、学生
の就職活動体験を記録した活動報告書を閲覧できます。

「
卒
業
生
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」４
月
１
日（
月
）運
用
開
始

　

〜
卒
業
後
も
進
路
支
援
部
へ
足
を
運
ぶ
の
と
同
様
に
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
求
人
情
報
や
就
活
体
験
記
録
を
入
手
〜

●既卒生向け合同企業説明会を開催します
　日時：7月8日（月）10:00～　場所：大隅キャンパス

●「就活合宿」を実施します
　 実施日：9月10日（火）～9月11日（水）
　 詳細は進路支援部までお問い合わせください。

学
生
と
１
対
１
の
個
人
面
談
を
実
施

じ
っ
く
り
と
話
を
聞
く

〝
顔
の
見
え
る
就
活
支
援
〞

学
生
側
が
面
談
ス
タ
ッ
フ
を
指
名

面
談
を
５
回
以
上
受
け
た

学
生
の
就
職
率
は
飛
躍
的
に
上
昇

未
内
定
卒
業
者
の
就
活
を
最
後
ま
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
新
設

未
内
定
卒
業
者
対
象
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

卒
業
後
の
就
職
活
動
を
支
援

ＮＥＷＳ

ＮＥＷＳ
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い
こ
と
、
１
０
０
年
単
位
で
向
き
合
わ
な
い

と
行
け
な
い
環
境
汚
染
で
あ
る
こ
と
、
現
在

は
食
べ
物
を
通
じ
て
の
内
部
被
曝
よ
り
外
部

被
曝
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
」
な
ど
を
挙
げ
、

被
爆
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
説
明
。
さ
ら
に
風
評
被
害
に
苦
し
む
生
産

者
の
た
め
「
産
地
で
恐
れ
ず
、
実
態
で
恐
れ

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。
ま
た
原
発
問
題
を

考
え
る
う
え
で
、
科
学
的
側
面
だ
け
で
な
く
、

日
本
の
原
発
開
発
が
進
ん
で
き
た
背
景
・
要

因
な
ど
の
多
様
な
視
点
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
強
調
。
原
発
問
題
は
構
造
的
な
も
の
で
あ

り
、
主
権
者
で
あ
る
日
本
国
民
が
、
こ
れ
か

ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
主
体
的
に
考
え
、

声
を
出
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
締

め
く
く
っ
た
。

　

日
本
経
済
史
研
究
所
・
開
所
８０
周
年
記

念
の
黒
正
塾
・
第
１１
回
春
季
歴
史
講
演
会

が
、
５
月
１８
日（
土
）、
Ａ
館
フ
レ
ア
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
講
師
は
本
学

経
済
学
部
の
家
近
良
樹
教
授
で
、
講
演
テ

ー
マ
は
「
敗
者
の
側
か
ら
幕
末
維
新
史
を

振
り
返
る
―
会
津
藩
や
徳
川
慶
喜
は
な
ぜ

敗
れ
た
の
か
」。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
現
在
放
映
中
の

大
河
ド
ラ
マ
と
関
連
す
る
テ
ー
マ
だ
け
に

聴
講
希
望
者
が
多
数
と
な
り
、
会
場
を
Ｃ

館
教
室
か
ら
Ａ
館
フ
レ
ア
ホ
ー
ル
に
変
更

し
て
の
実
施
と
な
っ
た
。

　

家
近
教
授
は
ま
ず
、
自
身
が
専
門
と
す

る
幕
末
維
新
史
に
つ
い
て
、「
最
近
ま
で
、

勝
者
で
あ
る
長
州
側
な
ど
か
ら
分
析
す
る

研
究
が
中
心
で
、
会
津
藩
や
徳
川
慶
喜
な

ど
敗
者
側
か
ら
分
析
す
る
研
究
が
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
」
と
指
摘
。
し

か
し
家
近
教
授
は
史
料
を
詳
細
に
読
み
込

む
こ
と
で
「
会
津
藩
は
幕
末
史
の
と
び
き

り
の
主
役
。
会
津
藩
を
分
析
し
な
い
と
幕

末
史
は
理
解
で
き
な
い
」
と
確
信
し
て
い

る
と
い
う
。
そ
し
て
近
年
は
若
い
研
究
者

の
間
で
敗
者
側
か
ら
歴
史
を
見
て
い
こ
う

と
す
る
流
れ
が
強
く
な
っ
て
き
た
と
、
幕

末
史
研
究
の
潮
流
の
推
移
を
説
明
し
た
。

　

ま
た
会
津
藩
や
徳
川
慶
喜
が
敗
北
し
た

原
因
と
し
て
、「
民
衆
間
に
お
け
る
長
州
藩

の
人
気
と
、
会
津
藩
・
徳
川
慶
喜
の
不
人

気
」
を
掲
げ
、
当
時
の
史
料
か
ら
そ
の
具

体
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。「
幕
末
に
起
き

た
様
々
な
状
況
の
積
み
重
ね
も
あ
る
が
、

特
に
民
衆
と
の
か
か
わ
り
か
た
が
勝
敗
を

分
け
た
大
き
な
理
由
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
と
結
論
づ
け
た
。

　

そ
し
て
自
身
の
今
後
の
研
究
課
題
に
つ

い
て
、「
歴
史
は
一
つ
の
観
点
か
ら
見
て
は

い
け
な
い
。
総
合
的
に
分
析
し
て
い
く
た

め
に
は
人
生
経
験
が
大
い
に
役
立
つ
。
個

人
の
内
面
に
踏
み
込
ん
だ
考
察
も
必
要
で
、

歴
史
の
登
場
人
物
に
対
す
る
、
老
・
病
・

死
の
問
題
に
も
目
を
向
け
た
考
察
を
し
て

い
き
た
い
」
と
結
ん
だ
。

　

地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
が
、
２
０
１
２
年
１２
月
７
日（
金
）・

２２
日（
土
）の
両
日
、
Ｃ
館
３１
教
室
で
開
催
さ

れ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
の
過
去
と
未
来
、
そ
し
て
地
域
社
会
」。
日

本
社
会
を
根
底
か
ら
揺
る
が
し
た
原
発
震
災

を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
、
日
本
に
お
け

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
向
性
と
放
射
能
に

つ
い
て
、
２
人
の
専
門
家
が
講
演
を
行
っ
た
。

テレビや各メディアで活躍中の岡田 晃（本学客員教授）のコーディネートによ
る実践的な経営学講座を開講します。
バラエティに富んだ講師陣より、経験に裏打ちされた経営哲学や企業経営に有
益な情報を存分に提供していただいた後、岡田 晃が解説講義をお届けします。

●コーディネーター　岡田 晃（本学客員教授）
●受講料　1講座　1,000円（税込）
●お申し込み手順
　①以下のページからお申し込みください。
　　http://kitahama-osaka-ue.jp/jissen/13-01.html
　②受講料をお振込みいただきます。その後、本学より受講料振込み確認メー

ルを送信いたします。
　　（受講料振込み確認メールを印刷して、受講証として当日ご持参ください）
北浜・実践経営塾に関するご質問などは、北浜キャンパス事務室までお問い合
わせください。

北浜キャンパス
事務室

T　E　L　   06-6231-1570　
受付時間　平日 16:00～21:00　土曜日 9:00～16:30
E-MAIL　 satellite@osaka-ue.ac.jp
W　E　B  　http://kitahama-osaka-ue.jp

北浜キャンパス
ニュース  『北浜・実践経営塾（前期）』

「
敗
者
側
」か
ら
見
た
幕
末
史
と
は

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
」
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

日
本
の
未
来
を
考
え
る

地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ黒

正
塾
・
第
11
回
春
季
歴
史
講
演
会

第
１
回
講
演
会 

講
師　

植
田
和
弘
氏

第
２
回
講
演
会 

講
師　

安
斎
育
郎
氏

　

第
１
回
の
講
師
は
、「
環
境
経
済
学
」
な
ど

を
専
門
と
す
る
京
都
大
学
大
学
院
・
経
済
学

研
究
科
長
の
植
田
和
弘
氏
で
、
講
演
テ
ー
マ

は
「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
」。
植
田
氏

は
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
り
「
日
本

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
再
設
計
が
始
ま
っ
て

い
る
」
と
前
置
き
し
、
太
陽
光
発
電
・
風
力

発
電
・
地
熱
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
基
幹
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
う
る
か
、

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
安
全
に
制
御
で
き
る

か
と
い
っ
た
課
題
に
つ
い
て
実
例
を
挙
げ
て

解
説
。「
今
、
電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
仕
組
み

を
ど
う
す
る
の
か
、
電
力
シ
ス
テ
ム
の
改
革

が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
話
し
た
。
さ
ら
に

原
子
力
発
電
に
よ
る
放
射
性
廃
棄
物
の
取
り

扱
い
な
ど
の
問
題
に
も
言
及
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
廃
棄
物
フ
リ
ー
の
電
源
で
あ
る

こ
と
や
、
太
陽
光
・
風
・
地
熱
な
ど
の
地
域

資
源
を
活
用
し
収
入
な
ど
リ
タ
ー
ン
の
仕
組

み
を
設
計
す
る
こ
と
で
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
源

に
も
な
り
得
る
と
強
調
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
普
及
さ
せ
る
制
度
的
基
盤
と
し
て
の

買
取
制
度
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
し
、
地
域

資
源
に
立
脚
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
を
早
い
段
階
で
議
論
し
て
い
く
必
要
性
を

訴
え
た
。

　

第
２
回
の
講
師
は
「
放
射
線
防
護
学
者
」

の
安
斎
育
郎
氏（
安
斎
科
学
・
平
和
事
務
所
所

長
）で
、
講
演
テ
ー
マ
は
「
放
射
能
―
過
度
に

恐
れ
ず
、
事
態
を
侮
ら
ず
、
理
性
的
に
怖
が

る
」。
安
斎
氏
は
現
在
、
放
射
能
の
専
門
家
と

し
て
福
島
県
民
と
協
力
し
て
「
被
災
者
の
生

を
紡
ぎ
出
す
方
策
」
を
考
え
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
と
い
う
。
そ
し
て
原
発
災
害
の
特
徴
や

重
要
な
問
題
と
し
て
、「
放
射
線
の
影
響
な
ど

を
意
図
的
に
過
小
あ
る
い
は
過
大
評
価
し
な

家近良樹教授

本学は、2012年に創立80周年を迎えました。

2010年9月から皆さまにお願いしてまいりました「大阪経済大学

創立80周年記念事業募金」は、2013年3月末をもって募集期間を

終え、2億6,000万円の寄付金を拝受させていただきました。皆さ

まから寄せられました温かいご支援に心より感謝申し上げます。

このたびの募金は、①学園整備計画のうちの「新図書館の建設」

②学生のための「学術･芸術・スポーツ振興基金の創設」の2つ

に活用させていただきます。①はすでに建設済みで②は学生部と

ともに取り組んでいく予定です。

募金活動を通して、本学とかかわる多くの皆さまにお願いを申し

上げ、本学との「つながる力」がより強いものとなりました。こ

の「つながる力」をさらに深め、本学のさらなる飛躍・発展の礎

にしたいと強く願っております。

創立80周年記念事業募金は終了いたしましたが、企業業績の向

上とともに、今回頂戴できなかった皆さまに向けて、教育振興募

金として恒常的な募金活動の取り組みへと発展させてまいります。

今後もより一層のご支援とご協力をたまわりますよう切にお願い

申し上げます。

新図書館 振興基金 指定なし 合計
区分 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円）

卒業生 757 30,216,000 317 10,944,000 503 16,320,000 1,577 57,480,000
後援会 352 4,509,500 168 2,560,500 200 2,181,000 720 9,251,000
教職員 173 33,816,000 128 26,080,000 64 13,280,000 365 73,176,000
法人・団体 90 31,970,732 66 14,046,000 149 69,010,821 305 115,027,553
一般・篤志家 11 110,000 5 85,700 15 5,470,000 31 5,665,700
合計 1,383 100,622,232 684 53,716,200 931 106,261,821 2,998 260,600,253

ご
報
告
と
御
礼

創
立
80
周
年

記
念
事
業
募
金

創立80周年記念事業受入実績　2010年9月~2013年3月

2013年 6月12日（水）　　     実施済み
グループ企業の中のグループ会社経営
～上場企業から子会社になった7年間と

大和ハウスグループの強み～

森田　俊作氏
大和リース株式会社
代表取締役社長（本学卒業生）

2013年 7月10日（水）18:30～20:30

トップに求められる人間力
大八木　成男氏　　
帝人株式会社
代表取締役社長　執行役員

2013年 9月11日（水）18:30～20:30

デジタル時代のマーケティング戦略
石黒　不二代氏
ネットイヤーグループ株式会社
代表取締役社長 兼 CEO

2013年10月9日（水）18:30～20:30

IPOがもたらすもの
矢倉　英一氏
株式会社エイアイテイー　
代表取締役（本学卒業生）
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創
立
８０
周
年
記
念
事
業
・
学
生
企
画
報
告
会

が
３
月
８
日（
金
）、
Ｂ
館
４１
教
室
で
行
わ
れ
た
。

司
会
進
行
を
務
め
た
の
は
学
生
企
画
サ
ポ
ー
タ

ー
の
森
重
俊
紀
さ
ん（
経
営
学
部
）。
ま
ず
德
永

光
俊
学
長
が
「
学
生
企
画
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
た
教
職
員
や
学
生
企
画
サ
ポ
ー
タ
ー
に
お
礼

を
言
い
た
い
。
８０
周
年
記
念
行
事
の
最
後
を
飾

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
の
で
、
学
生
も
頑
張
っ
て

報
告
し
て
ほ
し
い
」
と
開
会
の
あ
い
さ
つ
。

　

最
初
に
報
告
し
た
の
は
報
告
①
「
Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ｐ

大
阪
」
で
、
テ
ー
マ
は
「
子
ど
も
が
つ
な
ぐ
〝

人
の
命
〞
と
〝
地
域
の
絆
〞　

東
淀
川
防
災
教
育

モ
デ
ル
事
業
」。〝
釜
石
の
奇
跡
〞
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
企
画
・
実
行
し
た
釜
石
市
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
・
学
生
に
よ
る
親
子
防
災
学
習
会
・
災

害
犠
牲
者
ゼ
ロ
の
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
講
習

会
な
ど
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
。「
人
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
と

の
関
係
を
深
め
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

　

報
告
②
は
「
チ
ー
ム
大
Ｋ
大
☆Jumpers

」

で
、
テ
ー
マ
は
「
８０
周
年
だ
よ
！
全
員
集
合
」。

大
経
大
の
認
知
度
ア
ッ
プ
な
ど
を
目
標
と
し
た

「
８
０
０
人
の
ジ
ャ
ン
プ
写
真
」
を
企
画
・
実
行

し
た
経
緯
や
、
完
成
ま
で
の
苦
労
な
ど
を
レ
ポ

ー
ト
。「
大
経
大
の
輪
を
、
こ
の
写
真
集
で
表
現

で
き
た
と
思
う
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

報
告
③
は
「
ロ
ッ
キ
ン
グ
・
オ
ン
大
Ｋ
大
編

集
部
」
で
、
テ
ー
マ
は
「
ロ
ッ
キ
ン
グ
・
オ
ン

大
Ｋ
大
」。
芸
術
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
冊
子
」
を
企
画
し
、
完
成
す
る

ま
で
の
試
行
錯
誤
や
苦
労
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
。

「
大
学
生
活
に
お
け
る
大
き
な
経
験
が
で
き
て
自

信
に
つ
な
が
っ
た
」
と
達
成
感
を
示
し
た
。

　

最
後
の
報
告
④
は
「
龍
馬
勉
強
会
」
で
、
テ

ー
マ
は
「
つ
な
が
れ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
祭
り
を
彩

る
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」。
大
樟
祭
の
雰
囲
気
を

盛
り
上
げ
る
た
め
に
企
画
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
や
経
緯
、
当
日
の

状
況
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
。「
学
生
が
日
ご
ろ
思
っ

て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
。
地
域
の
人

も
見
に
来
て
く
れ
た
」
な
ど
活
動
の
成
果
を
話

し
た
。

　

各
報
告
の
後
に
は
本
学
教
職
員
と
の
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
、「
こ
の
活
動
で
何
を
得
た
か
」
な

ど
の
質
問
や
、「
学
生
な
ら
で
は
の
パ
ワ
ー
が
感

じ
ら
れ
た
」
な
ど
の
批
評
が
聞
か
れ
た
。
そ
し

て
草
薙
信
照
副
学
長
の
「
学
生
企
画
を
通
じ
て

学
生
自
身
が
成
長
し
た
こ
と
が
何
よ
り
の
喜
び
」

と
の
講
評
で
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
。

　

８０
周
年
記
念
学
生
企
画
・
大

阪
市
東
淀
川
区
連
携
事
業
「
災

害
犠
牲
者
ゼ
ロ
の
地
域
づ
く
り

を
考
え
る
集
い 

『
釜
石
の
奇
跡
』

に
学
ぶ
」
が
１
月
２６
日（
土
）・

２
月
２
日（
土
）の
両
日
、
Ａ
館

フ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
集
い
は
、「
子
ど
も
が
つ

な
ぐ
〝
人
の
命
〞
と
〝
地
域
の

絆
〞　

東
淀
川
防
災
教
育
モ
デ
ル

事
業
」
の
一
環
。
企
画
の
軸
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
日
ご
ろ
か

ら
防
災
教
育
を
受
け
て
い
た
釜

石
の
小
中
学
生
が
巨
大
津
波
か

ら
自
ら
の
命
を
守
り
抜
い
た

「
釜
石
の
奇
跡
」。
遠
州
尋
美
ゼ

ミ
の
学
生
た
ち（
Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
大

阪
）が
昨
年
６
月
以
降
、
特
別
授

毎回、KEIDAI DAYSをご愛読いただきありがとうございます。
KEIDAI DAYSは、2013年度より発行回数を年3回から2回（6月・12月）
の発行とします。発行回数は減りますが、今後は、大
学のホームページで最新のニュースを皆様に配信する
予定です。（http://www.osaka-ue.ac.jp/）

KEIDAI DAYS へのご意見、ご要望を広報課まで
お願いします。

『
釜
石
の
奇
跡
』に
学
ぶ
開
催

災
害
犠
牲
者
ゼ
ロ
の
地
域
づ
く
り
考
え
る
集
い

の発行について（お知らせ）

４つの活動に成長にじむ

最
後
に
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影

報告②チーム大Ｋ大☆Jumpers

報告③ロッキング・オン大Ｋ大編集部

報告④龍馬勉強会

報告①DEPP大阪

創立80周年記念事業 学生企画報告会

講演する森本晋也氏

学
生
に
よ
る
地
域
へ
の
提
案

あいさつする金谷一郎東淀川区長

全日
11:00～15:30

13:00～16:00

ホームカミングデー＆大樟会総会（同窓会）
同日開催します。

2013年9月には新しい校舎（ND館）が完成します。
皆様のお越しをお待ちしております。

13:00～17:00

詳細は、本学WEBサイトでご確認ください http://www.osaka-ue.ac.jp/

10.6 sun

11.3 sun（祝）

12.14 sa
t

 STEP

3 8.18 sun7.21sun

 STEP

1 sun8.4
 STEP

2

業
企
画
班
・
災
害
危
険
度
調
査

班
・
防
災
意
識
調
査
班
・
釜
石

ツ
ア
ー
企
画
班
・
記
録
班
の
５

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
調

査
を
重
ね
、
実
践
的
に
学
習
。

　

そ
の
活
動
の
成
果
と
し
て
、

親
子
向
け
防
災
教
育
の
モ
デ
ル

授
業
と
、
釜
石
市
立
釜
石
東
中

学
校
で
防
災
教
育
を
担
当
し
て

い
た
森
本
晋
也
氏
の
講
演
な
ど

を
企
画
。
災
害
時
の
迅
速
な
避

難
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
共
に
、
子
ど
も
に
対
す
る
防

災
教
育
を
通
じ
て
避
難
に
対
す

る
住
民
意
識
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
指
し
た
。

　

１
月
２６
日（
土
）に
行
わ
れ
た

の
は
、
防
災
親
子
学
習
会
「
親

子
で
学
ぶ
『
釜
石
の
奇
跡
』」
と

題
し
た
、
防
災
教
育
の
モ
デ
ル

授
業
。
地
元
の
小
学
生
と
保
護

者
な
ど
２０
名
が
参
加
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
学
生
た
ち
は
、

予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
や
、
釜
石
の
奇
跡
で
子
ど

も
た
ち
が
と
っ
た
行
動
な
ど
を
、

ク
イ
ズ
形
式
の
質
問
や
実
際
の

映
像
な
ど
で
紹
介
。
普
段
か
ら

防
災
に
つ
い
て
勉
強
し
、
災
害

時
に
は
想
定
に
囚
わ
れ
ず
自
分

で
考
え
行
動
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
訴
え
た
。

　

続
く
２
月
２
日（
土
）に
行
わ

れ
た
「
災
害
犠
牲
者
ゼ
ロ
の
地

域
づ
く
り
を
考
え
る
集
い 

『
釜

石
の
奇
跡
』
に
学
ぶ
」
に
は
、

９０
名
の
東
淀
川
区
民
を
は
じ
め
、

金
谷
一
郎
・
東
淀
川
区
長
や
地

元
の
小
中
学
校
の
校
長
な
ど
多

く
の
来
賓
が
参
加
。
防
災
親
子

学
習
会
の
様
子
が
ビ
デ
オ
で
紹

介
さ
れ
た
後
、
現
在
も
防
災
教

育
を
担
当
す
る
岩
手
県
教
育
委

員
会
学
校
教
育
室
指
導
主
事
の

森
本
晋
也
氏
が
「
地
域
と
学

校
・
家
庭
が
連
携
し
て
命
を
守

る
―
釜
石
の
経
験
」
〜
東
日
本

大
震
災
の
教
訓
に
学
ぶ
〜
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
。
釜
石
市
の

防
災
教
育
や
、
地
域
に
お
け
る

取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
、
学

校
、
地
域
・
行
政
、
家
庭
が
連

携
す
る
重
要
性
を
自
ら
の
経
験

を
基
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は
学
生

た
ち
に
よ
る
地
域
へ
の
提
案
で
、

独
自
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
必
要
性
や
、「
子
ど
も
ひ

な
ん
の
家
」「
安
否
札
」
な
ど
、

子
ど
も
の
命
を
守
る
地
域
の
取

り
組
み
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

推薦入試対策講座 一般入試対策講座
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